
令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
・防災行政無線設備の維持・修繕費用の増 １９，３４０千円
・市制施行９０周年記念式典開催による増 ７，６５０千円
・外国人留学生奨学費補助金の増 ３，６００千円
・自治体職員協力交流事業の終了による減 △３，３１７千円
・デンバー市６５周年記念事業及びシビウ市訪問団受入事業の終了による減

△５，４６０千円

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ トップマネジメント及びトップセールスの推進 １４，７６０千円　

　市長・副市長の活動とそれを支える秘書業務に必要な経費を計上

　　・トップマネジメントやトップセールスのための事務費

市　長　公　室

274,145 294,926 20,781 7.58

要求額

会計名

一般会計

令和８年度予算要求に関する基本方針

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

（１８，１８９千円）

要求のポイント

・第九次総合計画の着実な推進と市長公約の実現を図るため、トップマネジメント及び

トップセールスを推進します。

・市民の生命と財産を災害から守るため、「自助・共助・公助」の取り組みにより、

総合的な防災力の強化を図ります。

・市民に伝わる戦略的な広報の展開と開かれた公聴の推進を図ります。

・交流による地域の活性化や心の豊かさの創出、広い視野を持った次世代の人材育成を

図るとともに、異なる文化や慣習を認め合い、共に生きる社会の構築を図ります。

・首都圏における情報収集・発信機能の強化を図ります。
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　　　○ 防災意識の向上と地域防災力の強化 ５，０２０千円　
（７，２５０千円）

　市民に対する防災知識の普及や実践的な防災訓練の実施に必要な経費を計上

　　・避難行動訓練や避難所運営訓練などの実施及び支援

　　・防災リーダー（防災士）の育成

　　・防災意識の啓発

　　　○ 災害情報共有の推進と避難所機能の充実 １２５，５６２千円　
（１０４，７３７千円）

　災害の未然防止と防災体制の充実を図るために必要な経費を計上

　　・防災情報伝達手段の充実

　　・災害備蓄物資等の確保

　　・ライフライン保全のための立木伐採

　　　○ 広報公聴と顕彰の推進 １０９，１６４千円　
（１０１，０９４千円）

　各種媒体による情報発信に必要な経費を計上

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ・ＣＡＴＶにおける番組製作・配信

　　・ＳＮＳなどによる情報発信

　表彰等に必要な経費を計上

　　・市制施行９０周年記念式典（市表彰式）の開催

　　・叙勲褒章受章祝賀会の開催

　　　○ 都市交流と多文化共生の推進 ２７，５９０千円　
（３０，４４５千円）

　姉妹友好都市等との交流や多文化共生を推進するために必要な経費を計上

　　・海外の姉妹友好都市等との交流促進をはじめとした国際交流事業の実施

　　・市民の多文化共生意識の醸成

　　・国内の姉妹友好都市との交流促進

　　　○ 首都圏における情報収集・発信機能の強化 ９，１４０千円　
（８，７４０千円）

　東京事務所の運営に必要な経費を計上

　　・首都圏における誘客や移住・定住の促進

　　・首都圏における飛騨高山ブランドの発信と地場産品の販路拡大

　　・関係省庁等との連絡調整
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

総　合　政　策　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

単位：千円、％

会計名
令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 160,099 772,228 612,129 382.34

　　主な増減理由
・高山駅西地区複合・多機能施設の整備に係る経費の増 ６２４，３６０千円
・地域おこし協力隊員の活動に係る経費の増 ２７，３８０千円
・経済センサス活動調査に係る経費の増 ５，６２０千円
・自治基本条例等の制定に向けた検討に係る経費の増 １００千円
・国勢調査に係る経費の減 △４１，２００千円

要求のポイント （　　　　）は前年度予算額

　　　○新たな公共マネジメントへの挑戦 ２３，４７０千円　
（２３，３７０千円）

　団体・企業・大学等との連携の推進に必要な経費を計上

　　・政策コーディネーターの設置

　　・大学連携の推進（飛騨高山大学連携センターに対する助成等）

　　・自治基本条例等の制定に向けた検討

　令和８年度は、第九次総合計画の２年目となり、総合計画で掲げた重点戦略や重点事業、

地域間連携（エリア）のまちづくりを着実に推進するための土台づくり・基礎づくりを下

記のとおり推進します。

　・まちづくりに関する基本的なルールである自治基本条例（まちづくり基本条例）の制

　　定に向け、議会等からの意見を踏まえるとともに、知見を有する専門家からのアドバ

　　イスを得て、検討を進めます。

　・地域が抱える課題への対応や各地域・エリアの活性化に向け、地域おこし協力隊員と

　　の連携による地域の活性化などに引き続き取り組むとともに、大学等との連携による

　　大学等が有する知見や人的資源の活用を図ります。

　・高山駅西地区複合・多機能施設について、本格的に設計・整備がスタートすることか

　　ら先行して決定した運営予定者や市民のニーズを反映した施設となるよう検討を進め、

　　「市民の夢や願いをかなえ、笑顔と心をはずませる駅西エリア」の実現に向けて取り

　　組みます。
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　　　○高山駅西地区まちづくり構想の推進 ６３６，８６０千円　
（１２，５００千円）

　高山駅西地区複合・多機能施設の整備に必要な経費を計上

　　・複合・多機能施設整備事業者の選定

　　・複合・多機能施設の整備（設計等）

　　　 ・ 市民説明会の開催

　　　○ＳＤＧｓ未来都市計画に基づくＳＤＧｓの推進 ２，１５０千円　
（３，２００千円）

　飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンターを中心としたＳＤＧｓの推進に

　必要な経費を計上

　　・私なりのＳＤＧｓ宣言、飛騨高山ＳＤＧｓパートナー登録制度の運用

　　・ＳＤＧｓを通じた市民、事業者、各種団体のパートナーシップの構築

　　・ＳＤＧｓ未来都市計画に基づく主要プロジェクトの推進

　　　○地域活動の促進による地域の振興 ８９，０６１千円　
（６１，８０２千円）

　地域主体の活動への支援に必要な経費を計上

　　・地域の課題解決に向けた活動に対する支援（プランコンテストの実施）

　　・地域おこし協力隊員の募集及び活動に対する支援
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

総　務　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

単位：千円、％

会計名
令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 859,344 902,898 43,554 5.07

　　主な増減理由
・選挙執行経費の増（市長選挙、県議会議員選挙準備） ５７，３４９千円
・文書管理システムの刷新による増 ４２，０００千円
・第３期県セキュリティクラウド構築費の増 ２５，０３０千円
・書かない窓口の拡大やスマートロック導入施設の拡大による増

１０，５８０千円
・給与事務等業務委託料の増 ４，２８４千円
・内部統制体制の構築に向けた委託料の増 ３，０００千円
・選挙執行経費の減（参議院議員選挙） △２９，４００千円
・基幹情報システムの標準化移行費の減 △７７，６１０千円

要求のポイント （　　　　）は前年度予算額

　　　○職員の健康管理の充実 １８，５４０千円　
（１６，０１０千円）

　職員の健康管理にかかる必要な経費を計上

　 　　　・ストレスチェックを活用した職場環境改善に向けた取り組み

・職員が心身ともに健康でやりがいを持って働くことができる職場環境の構築に取り組み

　ます。

・法令等を遵守しつつ適正な業務執行を行うための体制強化に取り組みます。

・行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成に取り組みます。

・持続可能なまちづくりに向けた効率的かつ効果的な行政経営を推進します。

・ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）により、市民サービスの向上、市役所業務

　の刷新、産業や地域社会のイノベーションの創出に取り組みます。
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　　　○適正な人事管理 ４１，６５４千円　
（３５，０４０千円）

　職員採用など人事管理にかかる必要な経費を計上

　　・職員採用募集ＰＲ動画及びパンフレット作成等

　　・内部統制体制の構築に向けた支援業務委託

　　　○職員の意識改革と資質向上の推進 ２３，３４０千円　
（１９，９００千円）

　職員研修や人事交流に必要な経費を計上

　　・職員の意欲の向上や適正かつ効率的な事務執行につながる研修の実施

　　・接遇力の向上や市民に分かりやすく伝わる発信力の向上につながる研修の実施

　　・デジタル社会の進展に対応するための研修の実施

　　　○公共施設等総合管理計画の推進 ３９０千円　
（３９０千円）

　公共施設等総合管理計画の推進、指定管理者制度の運用に必要な経費を計上

　　　○行政経営の推進 ４２７千円　
（４２０千円）

　行政経営の推進に必要な経費を計上

　　　○ＤＸの推進 ６８７，８０３千円　
（６８４，４７０千円）

　ＤＸの推進に必要な経費を計上

　　・市民サービスの向上

　　・市役所業務の刷新

　　・産業や地域社会のイノベーションの創出

　情報システムの整備、運用に必要な経費を計上

　　・情報システムの運用保守、セキュリティ対策等

　　　○投票率向上の取り組み ７３０千円　
（５００千円）

　小中学校等を含む選挙に関する啓発に必要な経費を計上
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

財　務　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

単位：千円、％

会計名
令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 5,388,098 5,217,355 △ 170,743 △ 3.17

　　主な増減理由
・議会委員会室音響等設備更新による増 ５４，９７６千円
・Ｒ９年度評価替えに伴う評価業務委託料の増 １０，６９３千円
・Ｒ９年度評価替えに係る標準宅地の鑑定評価業務委託料の減

△３７，３７０千円
・宿泊税導入に伴うシステム改修補助金の減 △５５，０００千円
・市債残高の減少よる公債費の減 △２５９，７２２千円

要求のポイント
（　　　　）は前年度予算額

　　　○適正な財政運営と財源の確保 ３，９００千円　
（３，９００千円）

　健全で持続可能な財政基盤の確立を図るため、適正な財政運営等に必要な経費を計上

　　・財政管理費、諸費などの事務費

　　　○適正な公共調達の推進 ７５０千円　
（７５０千円）

　公平・公正な契約事務の遂行や検査によるチェック体制の確立に必要な経費を計上

　　・契約検査に係る事務費

・第九次総合計画の着実な推進に向け、財政運営の３つの視点　“安定”“柔軟”“持続”

　を踏まえ、適正な財政運営と財源確保に取り組みます。

　

・公有財産の積極的な活用と契約制度の適正な管理に努めます。

・公平で適正な課税の実施と税収納率の向上に努めます。
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　　　○庁舎等の適正管理 ７０２，５９０千円　
（５２７，１７２千円）

　行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

　　・庁舎、公用車等の維持管理

○財産管理の適正化と効率的な運用 ７７，３１４千円　
（５８，０５１千円）

　公有財産の適正な管理と未利用資産の活用や処分に必要な経費を計上

　　・普通財産の管理や活用、処分のための測量・登記業務

　　・市営墓地の管理

　　・市有施設の火災保険の加入

　　　○公平な課税と税収納率の向上 ７３，６０９千円  
　　　　　（９９，２６０千円）

　固定資産税等の公平・公正な賦課及び徴収率の向上のために必要な経費を計上

　　・字絵図書替

　　・家屋所在地番等調査

　　・固定資産現況調査等

　　・土地鑑定評価

　　・コンビニ収納代行委託等 　

　　・公金収納業務委託
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

市　民　活　動　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

単位：千円、％

会計名
令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 1,668,098 3,215,422 1,547,324 92.76

　　主な増減理由
・野球場整備による増（Ｒ７～Ｒ９継続） １，４２７，０００千円
・暑さ対策のための環境整備 １５３，６００千円
・生涯学習施設の設備改修等による増 ５０，５１８千円
・スマートロック導入施設の拡大による増 ３，０５６千円
・ねんりんピック岐阜大会終了による減 △５，４１０千円
・文化会館敷地の購入による土地賃借料の減 △３２，６１５千円

要求のポイント
（　　　　）は前年度予算額

○協働のまちづくりの推進 ２９７，３９６千円　
（２９４，２０３円）

　地域づくり活動及び市民活動の促進と協働の推進に必要な経費を計上

　　・まちづくり協議会の地域の課題解決に向けた取組に対する支援

　　・ひだ財団との連携による若者や高校生、市民活動団体等の活動に対する支援

　　・集会施設の機能向上に向けた改修に対する助成

　　・地域コミュニティ運営・活動支援アプリを活用した地域コミュニティの活性化に

　　　　 向けた取組みに対する支援

  地域・文化芸術・スポーツなど様々な市民の活動が活発に行われ、市民が主体のまちづ

くりが進むよう多様な主体と協働した取り組みに対する支援や施設の整備などを行います。

 ・持続可能な地域コミュニティの維持に向けたデジタル技術の活用や町内会の負担軽減

   の取り組みなど、まちづくり協議会と協働して安心して暮らせる地域づくりへの支援

   を行います。

 ・こどもや若者をはじめ市民がやりたいことにチャレンジできる環境づくりに支援団体

   等と連携して取り組みます。

 ・市民活動団体や事業者、指定管理者などと連携した活動を展開し、市民の学びや体験

   の充実に取り組みます。

 ・社会の変化などを踏まえた各種啓発事業や研修会などの開催を通して、自分らしく、

   安全・安心に暮らせる地域づくりに取り組みます。（多様性、交通安全、防犯等）

 ・暑さ対策や老朽化した施設の整備、利用条件の緩和による既存施設の利便性向上など

   により、市民が安心して活動できる場所を充実させます。
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○

○

　結婚につながる出会いの機会の創出や結婚しやすい環境の充実に必要な経費を計上

　　・結婚相談の実施

　　・ひだ財団との連携による出会い創出に向けた事業に対する支援

　　・飛騨３市１村の連携による飛騨地域での男女の出会い創出に向けた取組みの実施

　　・結婚新生活世帯に対する助成

○
　

　消費生活相談や消費者啓発に必要な経費を計上 

　　　○

　　・多様性に視点をおいた講演会開催などによる意識啓発

　　・高山市平和の日や平和都市宣言の啓発

　　　○ 生涯学習の推進

　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の管理運営などに必要な経費を計上

　　・青少年の健全育成や若者の交流の機会の提供

　　・市民の多様な活動の場としての生涯学習施設の管理運営と計画的な改修

　　　○ 文化芸術の振興

　市民主体の文化芸術活動の支援や文化芸術に親しむ機会の提供などに必要な経費を計上

　　　○
競技力向上に向けた取り組みの推進

　　　○

　　・野球場の整備

　　（ビッグアリーナ空調整備、体育施設大型扇風機等の導入）

　　　○

　　　○
（１２８，８４１千円）

　高山市位山交流広場の運営や維持管理に必要な経費を計上

　　・幅広い世代の人が通年楽しめる施設運営

　高地トレーニング施設の維持管理、活用のために必要な経費を計上

　　・高地トレーニング施設の維持管理

位山交流広場（市民スキー場等）の運営 １３１，１３５千円　

　　・スポーツ施設のＬＥＤ化改修工事

高地トレーニングエリアの維持と活用の促進 １２，５２０千円　
（１１，８６０千円）

（５３１，３３２千円）
　スポーツ施設の整備や維持管理に必要な経費を計上

　　・スポーツ施設の暑さ対策

　　・スポーツ施設の利用期間の拡充

　　・スマートロックの拡大

　　・こどものスポーツ活動支援事業（ジュニアスポーツ認証制度）

スポーツ環境の充実と活用の促進 ２，０６０，５７２千円　

スポーツ・レクリエーション機会の充実や ２１，７１４千円　
（２４，９２１千円）

　スポーツ機会の提供や競技力向上などに必要な経費を計上

　　・市制施行９０周年記念事業市民観戦イベント

（６０２，１３０千円）

４７，５８９千円　
（４７，６００千円）

　　・市民主体の文化芸術活動に対する支援

　　・市美術展覧会の開催および文化芸術鑑賞事業の実施

多様性の推進 ２，３７３千円　
（２，０３１千円）

　多様性の推進に対する市民の意識醸成に必要な経費を計上

６１９，１９３千円　

消費行政活動の推進 ８７８千円　
（８６１千円）

結婚の支援 １８，９７４千円　
（２１，３４０千円）

交通安全の推進 ３，０７８千円　
（２，９７９千円）

　交通安全に対する意識の醸成、交通安全対策に必要な経費を計上
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

・火葬場建設事業費の増 ２７５，６４０千円
・障がい福祉サービス給付事業費の増 ６２，２００千円
・介護人材確保事業費の増 ２６，２２０千円
・福祉医療給付事業費の減 △２０，３４０千円
・生活保護費給付事業費の減 △７０，０００千円

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 重層的支援体制の整備 １８４，１７８千円　
（１４６，０９４千円）

　複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制の整備に必要な経費を計上

　　・相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施

　　・ひきこもり支援体制の構築に向けた準備

市　民　福　祉　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

4,855,854 5,307,064 451,210 9.29

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額会計名

一般会計

介護保険事業特別会計 9,655,451 9,612,421 △ 43,030 △ 0.45

要求のポイント

　　主な増減理由

増減率

第九次総合計画の目指す姿である「障がいや病気の有無、年齢などに関わらず、生き

生きとした暮らしの実現」を目指し、以下の取り組みをすすめます。

・属性や世代を問わず、複雑化・複合化した課題に対応するため、総合的な相談に加え、

地域生活課題の解決に向けた包括的な支援体制（重層的支援体制）を整備します。

・権利擁護支援体制の充実に向け、成年後見人等候補者の育成などに取り組みます。

・介護業界における人材を確保・育成していくため、研修や就業支援などの介護人材確

保事業を強化します。

・障がい福祉サービスや介護保険サービスを安定的に提供するため、障がい者福祉総合

計画、老人福祉計画・介護保険事業計画を策定します。

・新火葬場の建設に向けた設計業務や道路整備などのインフラ整備を実施します。
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　　　○ 生活困窮者への支援 ５９０，００１千円　
（６６０，００１千円）

　適切な生活保護制度運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

　　　○ 地域で安心して暮らせる体制づくり ９２２，１４３千円　
（９５１，０１４千円）

　地域の支え合いの体制づくりや被災者支援などに必要な経費を計上

　　・地域福祉を支える体制づくりへの支援

　　・災害等の被災者に対する支援、福祉避難所の資器材の整備

　　・福祉医療費の助成

　　　○ 障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり ２，７２２，０５８千円　
（２，６３７，６０１千円）

　障がい福祉サービス等の提供や、地域生活と社会参加の促進に必要な経費を計上

　　・障がい福祉サービス給付

　　・障がい者の就労やコミュニケーション、通院に対する支援

　　　○ 高齢者の安全で安心した生活の支援 ４４７，０１２千円  
（４１５，００２千円）

　高齢者の安全で安心な生活や生きがいづくりの支援に必要な経費を計上

　　・成年後見制度の利用促進、終活支援

　　・老人福祉施設の運営、維持管理

　　・介護人材確保、介護事業所の事業継続に対する支援

○ 健全な介護保険事業の運営 ９，１２３，４２６千円　
（９，０４２，１２７千円）

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上

　　・介護サービス等の給付、介護認定調査のデジタル化　ほか

　　　○ 介護予防の推進及び包括的な支援の実施 ４８４，９８５千円　
（４９９，６１０千円）

　高齢者の介護予防、生活支援に必要な経費を計上

　　・要支援者等に対する介護予防・生活支援に関する事業の実施

　　・高齢者健康教室の開催、自主活動の支援、認知症施策の推進

　　・在宅医療と介護・福祉の連携の推進

　　　○ マイナンバー（個人番号）カードの普及促進

　マイナンバー（個人番号）カードの交付及び普及促進に必要な経費を計上

　　・マイナンバーカードの取得啓発

　　・マイナンバーカード利用による「書かなくてもよい」窓口の推進

　　　○

　　　○

　新火葬場の建設と周辺道路の整備に必要な経費を計上

（７０，０１０千円）
　市営火葬場の維持管理に必要な経費を計上

新火葬場建設の推進 ３１８，２４０千円　
（４２，６００千円）

７，５４２千円　
（７，２７０千円）

火葬場の運営 ８９，４７３千円　
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

こ　ど　も　未　来　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

単位：千円、％

会計名
令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 6,593,906 6,410,310 △ 183,596 △ 2.78

　　主な増減理由
・美鳩幼稚園の新制度への移行による施設型給付費の増 ４８，０６７千円
・旧荘川保育園の園舎解体による増 ３６，０００千円
・つどいの広場の拠点的整備による増 ２０，０００千円
・民間保育施設への午睡用コット貸与による増 １９，８００千円
・不妊治療にかかる交通費に対する助成の増 １２，０３２千円
・出産子育て応援ギフトの精算終了による減 △１９，９７３千円
・少子化に伴う保育施設等給付費の減 △３２，１１２千円
・利用実績による障がい児通所支援事業費の減 △３３，６６５千円
・児童手当の減（制度拡充による影響の調整） △２３９，０００千円

要求のポイント （　　　　）は前年度予算額

　　　○こどもの心と身体を健全に育む環境整備の推進 ３３０，６０１千円　
（２９９，５６０千円）

　こどものライフステージに応じた居場所づくりや魅力的なこどもの遊び場の創出に必要

　な経費を計上

　　・拠点となるつどいの広場への複合遊具等の整備

　「第九次総合計画」及び「こども未来計画」に掲げた目指す姿、市長公約の着実な推進

に向けて、笑顔あふれるこどもを育むことにより、まちに暮らすすべてのひとにとってよ

り良い未来へとつなげられるよう各種施策に積極的に取組みます。

　・魅力的なこどもの遊び場の創出など、こどもの心と身体を健全に育む環境整備を

　　推進します。

　・こどもと家庭の健康維持を図るため、母子の健康増進及び伴走型相談支援を推進

　　します。

　・経済的な支援や保育施設の整備など、こどもを安心して生み育てられる環境整備

　　をすすめます。

　・ひとり親家庭や困難を抱えるこども家庭への切れ目のない支援を行います。
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　　　○こどもと家庭の健康維持を図る伴走支援の推進 １８２，４４７千円　
（１９６，１０５千円）

　母子の健康増進及び伴走型相談支援体制の充実に必要な経費を計上

　　・乳幼児健診の実施および５歳児健診事後指導体制の拡充

　　・遠方の不妊治療施設への交通費に対する助成

　　・妊産婦相談支援体制の充実

　　　○安心して生み育てられるこども家庭支援の提供 １，９５２，１５０千円　
（２，１９８，０５０千円）

　経済的支援に必要な経費を計上

　　・児童手当等の支給

　ニーズに応じたきめ細かな託児・支援サービスの提供に必要な経費を計上

　　・病児保育の利用対象の拡充

　　　○家庭の就労や育ちを支える保育サービスの提供 ３，０２７，６００千円　
（２，９６６，０５４千円）

　保育環境の向上に必要な経費を計上

　　・私立保育園、幼稚園等への施設型給付

　　・乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の実施

　　・久々野保育園遊戯室へのエアコン設置

　　・私立保育園の園舎改修に対する助成

　　・私立保育園送迎バスの更新に対する助成

　　　○困難を抱えるこども家庭への切れ目のない支援 ５９３，５０６千円　
（６１９，４５７千円）

　こどもへの支援体制の充実に必要な経費を計上

　　・教員用ヤングケアラー研修動画の製作

　　・障がい児通園等助成事業の実態に応じた見直し

　　　○ひとり親家庭の自立促進に向けた積極的な支援 ３２３，００６千円　
（３１４，６８０千円）

　ひとり親家庭の生活の安定に必要な経費を計上

　　・児童扶養手当等の支給

　　・ひとり親家庭等日常生活支援事業の対象要件の緩和

〇「官民連携」によるこども家庭の施策推進 １，０００千円　
（０千円）

　ＳＮＳを活用した効果的な情報発信に必要な経費を計上
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
　　　　　　　・後期高齢者の増加に伴う療養給付費等の増（後期特会）・後期高齢者の増加に伴う療養給付費等の増（後期特会） ２０６，５５１千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一般会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一般会計） ４４，９９２千円
　　　　　　　・医療体制の確保・充実にかかる経費の増・医療体制の確保・充実にかかる経費の増 ２３，７６９千円
　　　　　　　・小児インフルエンザ予防接種費補助金の増　　　　　　　　　　　・小児インフルエンザ予防接種費補助金の増　　　　　　　　　　　４，８８８千円
　　　　　　　・久々野保健センターの解体工事完了による減　　　　　　　　・久々野保健センターの解体工事完了による減　　　　　　　　△１９，０００千円
　　　　　　　・診療所（久々野、高根）解体工事完了による減・診療所（久々野、高根）解体工事完了による減 △６３，６００千円
　　　　　　　　　　　　　（国保特会・直診）　（国保特会・直診）
　　　　　　　・被保険者数の減少に伴う療養給付費等の減・被保険者数の減少に伴う療養給付費等の減 △１５０，２００千円
　　　　　　　　（国保特会・事業）　（国保特会・事業）

1,969,334 210,475 11.97

会計名

一般会計

国民健康保険事業
特別会計(事業)

国民健康保険事業
特別会計(直診）

後期高齢者医療
事業特別会計

8,158,343 8,000,408 △ 157,935 △ 1.94

300,119 241,398 △ 58,721 △ 19.57

1,758,859

医　療　保　健　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

1,957,835 1,976,942 19,107 0.98

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額

要求額

増減率

第九次総合計画の目指す姿である「障がいや病気の有無、年齢などに関わらず、生き

生きとした暮らしの実現」を目指し、以下の取り組みをすすめます。

・将来にわたり持続可能な医療体制を維持するため、関係機関と連携して医療人材の

育成確保などに取り組みます。

・健康寿命の延伸に向けて、健康を支える環境の整備や、ライフステージに応じた健

康診査、保健指導の予防対策などに取り組みます。

・被保険者の疾病・出産などに対して必要な保険給付を行うとともに、特定健診等の

受診率及び保険料収納率の向上など、国民健康保険制度・後期高齢者医療制度の円

滑な運営に取り組みます。

1



（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 地域医療体制の確保と充実

　中核病院と市の３者連携協定に基づく医療体制の確保・充実などに必要な経費を計上

　　・中核病院と市が連携した医療人材の育成・確保と医療DXの推進

　　・地域の医療体制を維持するための設備整備に対する助成

　　・救命救急センター等の運営に対する助成、休日診療所の運営

　国民健康保険保診療所の運営と診療体制の充実に必要な経費を計上

　　・国民健康保険診療所の運営

　　・移動診療車の運行管理

　　・診療所の改修等（丹生川診療所、清見診療所）

　　　○ 市民の健康意識の醸成と健康増進

　市民の健康増進のために必要な経費を計上

　　・健康づくりの推進

　　・こころの健康支援

　　・健康診査、がん検診の実施

　　・予防接種の実施

　　　○ 国民健康保険制度の運営

　国民健康保険事業の円滑な実施および運営に必要な経費を計上

　　・特定健康診査の受診率向上など保健事業の推進

　　・子育て世代の負担軽減

　　　　こども（未就学児）に係る国民健康保険料(均等割)の軽減

　　　　出産する被保険者に係る産前産後の保険料の免除

　　・保険料徴収業務の一部委託

　　　○ 後期高齢者医療における保健事業の推進
　

　後期高齢者の健康増進のために必要な経費を計上

　　・すこやか健診及びさわやか口腔健診の実施

　　・健康診査受診勧奨の実施

６３０，４３１千円　
（６６５，３８３千円）

５４５，１３７千円　
（５９４，７７１千円）

８，０００，４０８千円　
（８，１５８，３４３千円）

５２，５７０千円　
（４５，７３０千円）

要求のポイント
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
・埋立処分地の延命化対応に係る経費の増 ６６３，２３９千円
・脱炭素先行地域づくり事業補助金の増 ４２９，４８８千円
・ごみのポイ捨て・路上喫煙対策の拡充による増 ２９，１３５千円
・「山の日」記念全国大会の開催に対する助成の増 １０，０００千円
・（仮称）信飛トレイル維持管理協議会に対する助成の増 １０，０００千円
・産業廃棄物最終処分場計画への対応による増 ８，４０８千円
・市有林広葉樹の伐採・搬出・販売による増 ７，０７３千円
・市制施行９０周年記念植樹イベントの開催による増 ３，９４１千円
・林道修繕工事（イワス橋、ＰＣＢ塗装）完了による減 △９９，０００千円
・新ごみ処理施設整備完了による減 △５，８２６，０５０千円

（　　　　）は前年度予算額

　　　○

　自然エネルギー活用の普及促進、地球温暖化対策の推進に必要な経費を計上

　　・脱炭素先行地域づくり事業に対する助成

　　・木質バイオマスストーブ・ボイラーの導入に対する助成

　　・自家消費型太陽光発電設備等の導入に対する助成

令和８年度予算要求に関する基本方針

森　林・環　境　政　策　部

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

一般会計 8,406,995 3,834,678 △ 4,572,317 △ 54.39

要求のポイント

自然エネルギーを活用したまちづくりの推進 ９９５，９７０千円　
（５７１，６２３千円）

飛騨高山の豊富な森林や自然資源を守り、育て、活用した快適で潤いに満ちた暮らしの

実現に向けた取り組みを下記のとおり推進します。

・エネルギーの地産地消等により、脱炭素社会の実現に向けた取り組みを推進します。

・中部山岳国立公園をはじめとする自然資源の活用により、豊かな自然に対する理解と

自然環境の保護・保全と利活用の推進に取り組みます。

・生活環境の保全と観光振興の両立に向けた取り組みを推進します。

・厳しい排ガス基準を遵守した安全かつ適正なごみ焼却処理および資源循環型社会の形

成に取り組みます。

・森林環境譲与税を有効活用した森林管理や整備の取り組みにより、災害に強い健全な

森づくりを推進します。

・林業を志す若者への支援や、木育・森林環境教育の推進により、森林や林業に対する

意識醸成と担い手の育成を図ります。

1



　　　○

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環境学習

　　・特定外来生物の防除、植樹イベントの開催（いのちの森づくり）

　　　○

　自然公園等の保全と利用の推進に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森の維持管理

　　・中部山岳国立公園の利用、活性化の推進

　　・「山の日」記念全国大会の開催

　　・御嶽山国定公園指定記念事業の実施

　　・信飛トレイルの推進

　　　○ 快適に暮らせる環境の整備

　生活環境の保全と公害の防止に必要な経費を計上

　　・河川水質等の調査の実施、ごみのポイ捨て・路上喫煙対策の推進

　　・産業廃棄物最終処分場計画への対応

　　　○ 資源循環型社会の実現

　ごみの収集、焼却、埋立、減量化、資源化や施設の維持管理等に必要な経費を計上

　　・家庭や事業所から排出されるごみの減量化及び資源化

　　・ごみ処理施設の保守点検及び修繕

　　・資源リサイクルセンター第２次埋立処分地の延命化

　　　○

　　新資源化施設の整備（建替え）に必要な経費を計上

　　・新資源化施設の基本設計等の実施

　　・既存ごみ処理施設の解体の実施

　　　○ １００年先を見すえた森林づくり ５７６，０７４千円　
（６０６，６３９千円）

　生産性の高い林業や災害に強い森林づくりの推進に必要な経費を計上

　　・森林地図情報管理システムを活用した森林境界の明確化の推進

　　・林道の整備、生活環境保全林の管理、市有林や分収造林の整備

　　・手入れ不足の私有林の間伐促進（重点区域森林整備）

　　・市有林における広葉樹の伐採・搬出・販売（モデル事業の実施）

　　　○ 市産材利用に向けた木材産業づくり ６１，５１０千円　
（６６，０５０千円）

　市産材の利用促進を図るために必要な経費を計上

　　・市産材を利用した木造建築物に対する助成、間伐未利用材等の有効活用

　　・市産広葉樹材の活用に向けたサプライチェーンの構築

　　　○ 森林・林業を支える人づくり ４０，７３８千円　
（３９，９６８千円）

　林業の担い手の育成・確保に必要な経費を計上

　　・県立森林文化アカデミー修学や移住による林業や木材産業就業に対する支援

　木育・森林環境教育、都市部との交流による森林づくり推進に必要な経費を計上

　　・ひだ木遊館を拠点とした木育や森林環境教育による緑化や森の担い手づくりの推進

　　・東京都千代田区等、都市自治体との連携による森林づくりの推進

　　・市政施行９０周年記念植樹イベントの開催

（６,０１１，８５０千円）

（４，３５６千円）

１，８３０，４４１千円　
（９６９，０２５千円）

ごみ処理施設の建設 １３２，４８３千円　

（９，７４０千円）

自然公園の保全と活用 １４１，２９０千円　
（１２７，７４４千円）

４４，４４６千円　

生物多様性保全の推進 １１，７２６千円　
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
・渚跨線水路橋撤去設計等業務にかかる経費の増 ３１，６００千円
・繁殖牛舎建設支援事業に係る経費の増 ３０，４７０千円
・農業総合整備事業に係る経費の増 １７，５６７千円
・農業経営者育成発展支援事業にかかる経費の減 △１０，０００千円
・家畜改良推進事業に係る経費の減 △４２，４４５千円
・旧卸売市場解体に係る経費の減（市場特会）

（　　　　）は前年度予算額

　　　○

　活気ある第一次産業産地づくりのために必要な経費を計上

　　・地域計画の進捗管理と担い手等への農地のマッチング

　　・地域ぐるみの鳥獣被害防止体制の促進

　　・緊急銃猟に備えた体制の充実

農　政　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

一般会計

卸売市場
特別会計

1,147,200 1,201,086 53,886 4.70

341,500 83,892 △ 257,608 △ 75.43

要求のポイント

（９９，６５５千円）

△２９１，３２０千円

持続可能で活力ある第一次産業の創出 １００，２９６千円　

「飛騨高山の風土や有形無形の財産を活かした、活力と働きがいのある暮らしの実現」を

目指し、以下の取り組みをすすめます。

・新たな農業技術の導入や耕畜連携の推進、担い手の確保・定着、遊休農地の活用など

により、地域特性を活かした魅力ある農畜産生産地づくりに取り組みます。

・地方卸売市場の活用や関係機関との連携により、地産地消の推進や農畜産物の高品質

化・販路拡大に取り組みます。

・農地や農業用施設の整備、鳥獣被害防止対策、家畜診療体制の強化等を推進し、安心

して農畜産業を営むことができる環境の整備に取り組みます。

1



　　　○

　担い手の育成・確保の推進に必要な経費を計上

　　・新規就農者等担い手への支援

　　・スマート農業技術の導入に対する支援

　　　○ 農産物のブランド力強化と安全安心な産地づくり

　ブランド力のある産地産品づくりを推進するために必要な経費を計上

　　・小規模農家等の持続的な水稲栽培に必要な機械導入に対する支援

　　・雨よけハウスの機能向上や耐候性ハウスへの更新に対する支援

　　　○ 農業用施設の長寿命化及び防災対策の推進

　県の事業計画に基づく事業者負担に必要な経費を計上

　　・県営かんがい排水事業の推進

　　・県営農道施設強化対策事業の推進

　　・県営ため池等整備事業の推進

　　・農地防災減災事業の推進

○ 畜産物のブランド力強化と安全安心な産地づくり ５２，３８５千円　

　繁殖牛舎等の整備に必要な経費を計上

　　・繁殖牛舎等の整備に対する支援

　　・繁殖牛舎等の修繕、改修に対する支援

　　・農畜産物プロモーションの促進

　　　○

　　・家畜伝染病対策の充実

　　・農家への防疫対策の強化

　　・家畜診療業務の充実

　　　○

　　・市場の管理業務委託

（３４１，５００千円）
　卸売市場の運営等に必要な経費を計上

（４，０１０千円）
　家畜防疫強化対策に必要な経費を計上

（９２，３００千円）

地方卸売市場の運営 　　　　　８３，８９２千円　

２０１，６６６千円　
（２０８，７１３千円）

（２１，０００千円）

環境と調和した畜産振興と地域循環型産地づくり 　　　　　　　８９５千円　

担い手の育成・確保、スマート農業の促進 ６０，２６０千円　
（６８，１８０千円）

１２２，９６７千円　
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

商　工　労　働　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

単位：千円、％

会計名
令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 1,636,008 1,754,584 118,576 7.25

　　主な増減理由
・中小企業融資、創業支援資金融資等に係る預託金等の増 １１１，１００千円
・道の駅飛騨街道なぎさの大規模改修による増 ７０，１００千円
・伝統的工芸品産業後継者育成事業補助金の増 ６，７７０千円
・伝統的工芸品の販路拡大に対する経費の増 ５，１００千円
・新商品開発等支援事業補助金の増 ３，２００千円
・東京×高山 企業・人材交流促進イベントの開催による増 ２，８００千円
・事業承継の推進に対する助成の増 ２，６００千円
・デジタル技術活用促進支援事業補助金の増 １，０００千円
・飛騨高山展開催補助金の減 △３，０００千円
・新型コロナウイルス対策保証料補給の終了による減 △３，２００千円
・新型コロナウイルス対策融資利子補給金の減 △５７，０００千円

要求のポイント （　　　　）は前年度予算額

　　　○中小企業等融資事業の推進 １，０９１，７７０千円　
（９８０，６７０千円）

　中小企業者、勤労者向けの低利融資の実施に必要な経費を計上

　 　　・小口融資、経営安定特別資金融資

　　・勤労者生活安定資金融資

　　・事業承継関連融資制度に対する利子・保証料補給

・伝統的工芸品産業の魅力と価値を再構築し、国内外への販路拡大を図るため、多様な主体

　との協働による販路開拓、生産体制の強化、後継者確保・育成の取り組みを推進します。

・小規模事業者等が有する技術やブランド力、精神などが次世代へ継承されるよう、事業承

　継を後押しする支援策を実施します。

・魅力ある地域づくりを推進するため、老朽化した道の駅の大規模改修や業務の効率化、販

　路拡大の取り組みをすすめます。

・魅力ある商業空間を創出するため、商店街振興組合等が行う利便性や回遊性、安全性の向

　上に向けた取り組みを支援します。

・多様な人材の確保と産業の競争力強化を図るため、若者の地元就職・定着の促進、ＤＸ人

　材の育成支援、働きがいのある労働環境の整備など、官民連携による多面的な取り組みを

　すすめます。
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　　　○起業家の受入環境等の整備 １４８，６００千円　
（１１４，１９０千円）

　起業家の育成・支援に必要な経費を計上

　　・起業家に対する支援、創業支援資金融資

　　・若者等の創業チャレンジに対する支援

　　　○地場産品の販売促進活動の推進 ９，４４２千円　
（１６，１３０千円）

　地場産品等の積極的な宣伝・販路拡大に必要な経費を計上

　　・飛騨高山展開催事業に対する助成

　　・推奨土産品振興奨励制度の運用

　　　○伝統的工芸品産業等の振興 ４８，７７７千円　
（３８，５０５千円）

　伝統的工芸品産業等の振興や後継者育成、販路拡大等に必要な経費を計上

　　・後継者育成事業、伝統的工芸品産業団体に対する助成

　　・研修生の技術習得及び独立に対する助成

　　・飛騨高山の名匠認定

　　・伝統的工芸品の原材料確保に対する助成

　　・伝統的工芸品の販路拡大に対する支援

　　　○道の駅飛騨街道なぎさの大規模改修の実施 ７０，１００千円　
（０千円）

　道の駅飛騨街道なぎさの大規模改修に必要な経費を計上

　　　○中心市街地の活性化 ８７，８８７千円　
（１０６，８８７千円）

　にぎわいのある商業空間の形成と中心市街地の活性化に必要な経費を計上

　　・飛騨高山にぎわい交流館「大政」の運営

　　・まちづくり会社が行う中心市街地活性化事業等に対する助成

　　・商店街の空き店舗活用や歩行空間の安全確保、景観形成に対する助成

　　・タウンマネージャーの設置

　　　○企業誘致対策の推進 ５８，３８０千円　
（５５，９５０千円）

　企業誘致の推進に必要な経費を計上

　　・本社機能の移転やクリエイティブ産業などの企業誘致活動

　　・サテライトオフィス等の開設に対する助成

　　　○円滑な事業承継の推進 １４，１００千円　
（９，９８０千円）

　事業承継に必要となる資金調達等に対する支援に必要な費用を計上

　　・事業承継プラットフォームの運営

　　・事業承継資金融資への保証料補給及び利子補給

　　・事業承継に必要な初期診断等に対する助成

　　　○産業を担う人材の確保・育成 １５５，３２０千円　
（１５５，６９０千円）

　地元就職する若者への支援、労働力確保に必要な経費を計上

　　・地元就職者に対する家賃・奨学金の返済に対する助成

　　・企業のＤＸ人材育成に対する支援

　　・インターンシップ、副業・兼業人材、外国人材など多様な人材の受入に対する助成

　　・若手社員向けセミナーや東京×高山 企業・人材交流促進イベントの開催

　　・小中学生の職業体験の開催に対する助成

　　・働き方改革に関するセミナーの開催
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　　　○新型コロナウイルス感染症等に対する経済対策 ３０，０００千円　
（９６，２００千円）

　新型コロナウイルス感染症等の影響を受けた事業者の支援に必要な経費を計上

　　・金融機関による継続的な伴走支援を条件とする融資制度の利子の補給

　　　○地域経済構造分析結果等に基づく施策の推進 ５，１２６千円　
（１，９３０千円）

　域外市場産業の成長促進に必要な経費を計上

　　・域外市場産業の成長に繋がるセミナー等の実施

　　・新商品開発等に対する助成

3



令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
・持続可能な観光地域づくり事業の推進強化による増 １３４，０００千円
・観光施設等整備費の増 ２３，１５０千円
・鉱泉源保護管理施設整備等に対する助成の増 １６，９００千円
・市政施行９０周年記念事業の実施による増 ４，５００千円
・海外派遣職員の赴帰任旅費の減 △１２，１５０千円
・観光地域づくり組織への業務移管による減 △４５，０００千円

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 国内外からの観光誘客の推進 ２５２，７２４千円　

　　・広域連携を含めた誘客宣伝事業の推進

　　・高山祭開催時における観覧者の安全確保対策の実施

　　・訪日外国人観光客の受入整備等の推進

　　・鉱泉源保護管理施設の整備等に対する助成

要求のポイント

飛 騨 高 山 プ ロ モ ー シ ョ ン 戦 略 部

97,125 131,641 34,516 35.54

会計名

一般会計

観光施設事業
特別会計

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額

2,554,911 2,642,639 87,728 3.43

（２５５，４６１千円）
　高山祭等の受け入れ環境対策、各種団体等との連携に必要な経費を計上

増減率

飛騨高山ブランド指針を軸に当市の魅力・価値を磨き上げ、国内外からの観光誘客の推進を

図るとともに、「観光を活用した持続可能な地域づくり方針」に基づき、市全域における一体的な

プロモーションを推進します。

・地域産業の活性化のため、市内事業者のブランド展開に対する助成や地元産品のPR活

動、ふるさと納税の推進を図ります。

・地域活力の維持・向上のため、関係人口の増加や移住交流の促進を図ります。

・「住んでよし、訪れてよし」の持続可能な地域づくりを実現するため、官民の役割分

担の明確化による観光地域づくり組織体制の構築支援や市民理解の醸成を図ります。

・「with Respect」の考え方に基づき、宿泊税や入湯税を活用し、市民生活の向上や観光

振興との調和を図ります。

・観光施設の利用促進を図るため、適切な管理運営や老朽設備の更新を行います。

1



　　　○ 持続可能な観光地域づくりの推進 ３７０，０４０千円　

　　・観光地域づくり組織に対する助成

　　・市内観光関連団体と連携したプロモーション等の推進

　　　○ 観光施設の運営 ６６１，９４１千円　

　　・観光施設の運営、整備

　　　○ 飛騨高山ブランドの意識醸成と情報発信 ５，６８７千円　

　　・飛騨高山ブランドの磨き上げ事業の実施

　　・飛騨高山ブランドの展開等に対する助成

　　　○ 飛騨高山への移住定住の促進 ３１，４８４千円　

　　・移住者への助成

　　・移住者ネットワークの運営等

　　・関係人口創出のための助成

　　　○ ふるさと納税の推進 １，４５２，４０４千円　

　　・お礼の品の充実

　　・ふるさと納税推進のための業務委託

　ふるさと納税の推進に必要な経費を計上

（２７，７４０千円）
　移住定住促進及び関係人口創出を図るために必要な経費を計上

（１，４２８，３００千円）

（２７２，６７０千円）
　持続可能な観光地域づくりの推進に必要な経費を計上

（６６０，１８５千円）
　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上

（７，６８０千円）
　飛騨高山ブランドの確立を図るために必要な経費を計上

2



令和８年度予算要求のポイント 表 1

建　設　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

単位：千円、％

会計名
令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 4,987,871 7,850,996 2,863,125 57.40

　　主な増減理由
・街路松之木千島線（松之木～江名子工区）整備事業の推進による増
　 ９７７，１６８千円
・街路西之一色花岡線整備事業の推進による増 ５２８，９００千円
・中部縦貫自動車道等推進にかかる中間インターチェンジ整備による増
　 ３８６，０００千円
・街路松之木千島線（千島工区）整備事業の推進による増 ２１４，０５０千円
・除雪委託料及び融雪設備更新による増 ２０９，０００千円
・市営駐車場ゲート更新による増 １７９，２４１千円
・交通安全対策にかかる区画線設置による増 １４４，０００千円
　

要求のポイント （　　　　）は前年度予算額

　　　○街路事業の推進 ３，６９１，９５８千円　
（１，９７１，７６０千円）

　道路交通の円滑化を図るための街路整備に必要な経費を計上

　・松之木千島線（千島工区）（踏切改良工事、道路改良工事）

　・松之木千島線（松之木～江名子工区）（トンネル工事、明り部工事など）

　・西之一色花岡線（用地補償、電線共同溝詳細設計）

　　　○道路新設改良事業の推進 ３５６，５９２千円　
（２５５，０３０千円）

　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上

　・旅行村線、名張上切線、石浦７４号線の工事など

　・県営土木事業負担金

　市民や市を訪れる方々の安全安心、利便性、快適性の向上を図るため、着実な道路・河

　川などのインフラ整備に取り組みます。

　周辺自治体や関東・関西・北陸をはじめとした圏域との観光・物流・医療・交流人口な

　どの広域的拡大を図るため、国・県・関係団体と協力して高速道路や地域間連絡道路の

　整備促進に取り組みます。
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　　　○道路の安全性確保や道路網の維持 ６９５，４００千円　
（６６７，７００千円）

　安全で円滑な道路交通を確保するため、道路・側溝・舗装・橋りょうの修繕などに

　必要な経費を計上

　　・地域要望に基づく市道の維持・修繕

　　・市道の付属物修繕計画の策定に必要な健全度調査

　　・技術職員の減少を踏まえ、工事発注者支援業務を委託

　　　○交通安全対策の充実 ２８２，３８１千円　
（１９６，３９６千円）

　交通安全施設の整備に必要な経費を計上

　　・交通安全施設の維持・修繕

　　・歩行者の安全、快適な環境整備のための道路施設のバリアフリー化

　　・交通安全対策にかかる区画線設置工事

　　　○除雪対策の充実 １，２７２，２７７千円　
（１，０９９，１００千円）

　歩車道除雪による冬季交通の安全確保に必要な経費を計上

　　・除雪計画に基づく歩車道除雪の実施

　　・効率的で透明性の高い除雪体制の構築のためのＧＰＳを活用した除雪運行管理

　　　システムの導入

　　・道路融雪設備の更新、消融雪側溝の整備

　　・現行除雪体制の維持・強化のための市有除雪車両の計画的更新

　　　○橋りょう長寿命化改良事業の推進 １７０，２００千円　
（１１０，０００千円）

　橋りょうの長寿命化に必要な経費を計上

　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょう３橋の設計と２橋（不動橋、庄島橋）の改良

　　　工事

　　　○普通河川整備事業の推進 １８６，０００千円　
（２２６，０００千円）

　豪雨等による災害を防止するため、普通河川整備に必要な経費を計上

　　・河川氾濫等の危険箇所の集中的な浚渫

　　　○急傾斜地崩壊対策事業の推進 ８２，５００千円　
（６７，０００千円）

　豪雨等による災害を防止するため、急傾斜地崩壊対策に必要な経費を計上

　　・急傾斜地崩壊対策工事の実施

　　　○中部縦貫自動車道等事業の推進 ４８５，６７０千円　
（４１，０７０千円）

　中部縦貫自動車道等の事業促進に必要な経費を計上

　　・中間インターチェンジ整備に必要な用地補償など

　　・高山東道路（丹生川町久手地内）の用地測量

　　・石浦バイパス関連の河川測量
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

都　市　政　策　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

単位：千円、％

会計名
令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 934,243 1,169,474 235,231 25.18

　　主な増減理由
・公園長寿命化整備による増 ２００，０００千円
・下三之町大新町線歩行空間整備による増 ３９，０００千円
・既存不適格看板の是正に対する補助金の増 １３，０００千円
・上三之町下三之町線無電柱化整備による増 ７，０００千円
・景観まちづくりの推進にかかる経費の増 ６，０７０千円
・夜間景観向上に対する補助金の増 ５，０００千円
・大工技術等継承事業に対する補助金の増 ２，３００千円
・大規模盛土造成地分類調査費の減 △７，５００千円

・公共交通の路線やダイヤの見直しを通して、利便性の向上と安全性を確保することに

　努めます。

　

・公園の再整備を進め、こどもたちが１日楽しく過ごすことができる魅力的な空間や幅

　広い世代がくつろぐことができる空間を創出し、また、街路樹や遊歩道、景観スポッ

　トの再整備を進め、誰もが緑を楽しみ潤いと安らぎを感じることができる空間の創出

　に取り組みます。

・景観形成基準の見直しに伴い、事業者や一般市民等と協力して良好な景観まちづくり

　についての理解を促すことで魅力ある都市景観を創出し、景観施策を進めるための体

　制づくりに取り組みます。

・市営住宅については市営住宅整備方針に基づき、施設の状況に応じ長寿命化を目的と

　した改修等を計画的に進めます。また廃止する方針としている団地については、他用

　途への転用や譲渡を進めるなど、施設の有効活用に取り組みます。

・その他、伝統的な技術の保存と活用、耐震化の促進などを図るとともに、安全安心な

　まちづくりを進めます。

1



要求のポイント
（　　　　）は前年度予算額

　　　○自主運行バス等の運行 ３０８，４００千円　
（３０７，６００千円）

　自主運行バス等の運行に必要な経費を計上

　　・のらマイカーの運行委託

　　　○景観まちづくりの推進 ６，０７０千円　
（０千円）

　景観アドバイザーの設置に必要な経費を計上

　屋外広告物モニターの設置に必要な経費を計上

　景観等ガイドライン作成に係るデザイン等制作に必要な経費を計上

　　　○既存不適格看板の是正に対する助成 １４，８００千円　
（１，８００千円）

　景観基準に不適格となる看板の改修等に対する助成に必要な経費を計上

　　　○夜間景観向上に対する助成 ５，０００千円　
（０千円）

　夜間景観を向上させるための照明の設置に対する助成に必要な経費を計上

　　　○安全で快適に利用できる公園施設等の整備 ２９２，０００千円　
（１２１，０００千円）

　公園の再整備等に向けた必要な経費を計上

　　・都市公園・地区公園長寿命化整備計画策定業務委託

　　・城山公園の公衆トイレ改修工事費

　　・城山公園、原山市民公園、友好の丘広場再整備ほか工事費

　　・城山公園の樹木伐採

　周遊ルートなどのまちなみ環境の整備に必要な経費を計上

　　・下三之町大新町線の歩行空間整備工事費

　　　○空家等対策事業の推進 ５，７５０千円　
（５，９４０千円）

　空家等の適切な管理や活用の促進に必要な経費を計上

　　・老朽空家等の除却に対する助成

　　　○建築物の安全性の向上 ２０，３１０千円　
（２０，３１０千円）

　住宅等の耐震化促進に必要な経費を計上

　　・木造住宅等の耐震診断、建築物の耐震補強に対する助成

　　　○大規模盛土造成地防災対策の推進 ２，５００千円　
（１０，０００千円）

　大規模盛土造成地の防災対策に必要な経費を計上

　　・大規模盛土造成地の簡易地盤調査委託費

　　　○伝統技術の継承（後継者育成）の推進 １８，０００千円　
（１５，７００千円）

　伝統的大工技術等の継承（活用促進）に必要な経費を計上

　　・伝統的な技法による建造物修景工事等に対する助成

　　　○市営住宅の整備 １３４，２００千円　
（１４３，２００千円）

　市営住宅の整備に必要な経費を計上

　　・奥飛騨温泉郷団地の断熱改修
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令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
・処理施設更新等による増（下水道事業会計） １８０，０００千円
・管きょ施設ポンプ等更新による増（下水道事業会計）　 １４７，０００千円
・営業費用の増（修繕費、減価償却費等）（水道事業会計）　　  １１０，２４９千円
・配水区域再編整備による増（水道事業会計）　　  ５６，９００千円
・し尿処理施設設備更新による増（一般会計） ２３，０００千円
・地理情報システム整備による減（下水道事業会計） △８６，０００千円
・企業債償還元金の減（下水道事業会計）　 △１００，０００千円
・紫外線処理施設整備による減（水道事業会計）　　  △１４２，０００千円

水　道　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

一般会計

水道事業会計

下水道事業会
計

272,656 291,415 18,759 6.88

3,204,352 3,226,810 22,458 0.70

5,669,546 5,850,537 180,991 3.19

・安全安心な水を安定して供給するため、予防的な修繕により施設の延命化を図ります。

・将来に繋げる効率的な水道を実現するため、配水区域の再編に取り組みます。

・快適な生活環境と流域の良好な水質を確保するため、下水道施設の適正な維持管理に

取り組みます。

・有事に強いまちを確立するため、下水道施設の長寿命化と耐震化を進めます。

1



（　　　　）は前年度予算額

　　○施設の老朽化対策の推進 １６３，５６９千円　
（３０３，９６５千円）

　　　　安全安心な水を安定して供給するための施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・配水区域再編整備（宮第１水源）

　　　　　・浄水施設の更新整備、導水管耐震化整備

　　○基幹管路の耐震化と老朽管布設替の推進 ５８５，６１４千円　
（５７４，０６６千円）

　　　　安全安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上

　　　　　・基幹管路の耐震化整備

　　　　　・老朽管の布設替工事、道路改良に伴う布設替工事

　　○配水施設整備（拡張）の推進 ７２，２４０千円　
（３７，１６３千円）

　　　　安全安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・配水区域再編整備（一宝水・一重ケ根）

　　　　　・未給水地区の解消

　　○管きょ施設の整備、処理区域の再編整備の推進
４１３，３７７千円　

（３４０，０８０千円）
　　　　公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るための管きょ施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・マンホール蓋、マンホールポンプ等の更新

　　　　　・管きょ布設（河川改良関連、道路改良関連　ほか）

　　　　　・処理区域の再編整備（丹生川）

　　　　　・下水道管理システムデータ（下水道ＧＩＳ）の整備

　　○処理施設の長寿命化、耐震化の推進 ３８３，８１５千円　
（２０３，６８１千円）

　　　　公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るための下水処理施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・処理場設備の長寿命化工事

　　　　　・処理場の耐震化整備

要求のポイント

2



令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
・一時借入金利子の増 ３，５００千円
・金融機関手数料の減 △３，００９千円

（　　　　）は前年度予算額

　　　○

　　・効率的な出納事務遂行

　　・歳計現金の適正な管理

　　・金融機関の公金支払い（口座振込等）手数料

　　・口座振替及び口座振込データ伝送手数料

　　・指定金融機関事務（派出所業務）取扱手数料

会 計 室

会計名

一般会計

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額

43,733 44,185 452 1.03

要求のポイント

（４３，７３３千円）
　適正な会計事務推進のために必要な経費を計上

　　・金融機関の窓口収納手数料

適正な会計事務の推進 　　　４４，１８５千円　

増減率

・効率的な出納事務の遂行や歳計現金の管理など、適正な会計事務を推進します。

・安全性、流動性、効率性の確保を基本とした資金管理及び運用を図ります。

1



令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
・総務行政事務費の増 ４２千円　
・公平委員会運営費の減 △２７千円　
・監査事業費の減 △３０７千円　

（　　　　）は前年度予算額

　　　○

監　査　委　員　事　務　局

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

△ 4.30

要求のポイント

一般会計 6,961 6,662 △ 299

　監査等の実施に必要な経費を計上

適正な行財政運営に資する監査等の実施 ５，６６８千円　
（５，９７５千円）

効率的かつ効果的な手法による、市民の視点に立った公平・公正な監査等を実施します。

1



令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
・会議録作成等委託費用の増 ３９３千円
・議会広報紙印刷代の増　 ３４９千円
・姉妹友好都市（デンバー市等）の親善訪問の減 △１，５３６千円

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ わかりやすく開かれた議会運営

　議会運営に必要な経費を計上

　　・議会情報の発信

３６，９９３千円　
（３７，８１９千円）

　　・議会・委員会等の中継

増減率

　　・議会広報紙の発行

　　・市民意見交換会（地域別・分野別）の開催

会計名

一般会計

議　会　事　務　局

要求のポイント

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額

37,819 36,993 △ 826 △ 2.18

広大な市域におけるまちづくりの責任ある意思決定機関として、市民の負託に応えるべ

く、議員相互の議論を深めて合意形成を図り、わかりやすく開かれた議会を目指します。

1



令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由
・朝日高根義務教育学校（仮称）の整備による増 １０５，３００千円　
・学校給食費改定による増 ３３，３９５千円　
・学校給食センター整備による増 １７，６００千円　
・中学校教科書指導書の新規購入費の減 △３９，５００千円　
・丹生川中学校屋内運動場長寿命化改修完了による減

△４００，８００千円　

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 教育の充実

　　・教育支援センターの運営・学びの多様化教室「にじ色」の運営

　　・ＡＬＴによる外国語教育の充実

　　・あたたかな人間関係づくりのための心理検査の実施

　　・心のスクール検討委員会の運営・充実

　　・いじめ防止アドバイザーの派遣によるいじめの未然防止の充実

　　・外国にルーツのある児童生徒への支援の充実

　　・義務教育学校における教育活動の充実に向けたアドバイザーの派遣

33,395 7.29

２００，５６３千円　

要求のポイント

（２２２，８４４千円）
　教育の充実に必要な経費を計上

会計名

一般会計

学校給食費
特別会計

2,638,720 2,273,614 △ 365,106 △ 13.84

458,000 491,395

教　育　委　員　会　事　務　局

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

第４期高山市教育振興基本計画の具現化に向けて、学校、家庭、地域が連携した取り組

みを推進し、飛騨高山への誇りと愛着の醸成を図ります。また、個人の資質や能力を高め、

活かすことで、未来に向けて地域や社会を創る担い手となる多様な人材を育成することを

目指し、以下の取り組みを進めます。

・教育の質や学ぶ力の向上を目指し、多様なカリキュラムを充実させるとともに、すべ

てのこどもたちの挑戦や自己実現を支援し、持続可能な社会を創る人材を育成します。

・老朽化した学校施設等の計画的な改修を推進し、時代の変化に対応した安全で快適な

教育環境を整備します。

・歴史文化資源に対する理解と愛着を醸成するため、地域や社会と連携して調査、整理、

活用に取り組み、着実に未来へ継承するとともに、その資源を活用できる人材を育成

します。

1



　　　○ 教育環境の整備

　　・教材備品の整備

　　・教育系ＩＣＴ機器の活用（各種機器の運用・一人一台タブレットの運用）

　　・教職員の負担軽減（校務支援システムの更新ほか）

　　・地域クラブ活動の支援（地域クラブ指導者への謝礼、支所地域からのバス運行ほか）

　　　○ 安全・安心・快適な学校施設等の整備

　　・朝日・高根義務教育学校（仮称）の整備

　　・学校施設の長寿命化改修（北小学校屋内運動場）

　　・学校施設のトイレ改修など

　　・スクールバスの更新、防犯カメラの導入

　　　○ 高等教育の充実

　　・私立高等学校、短期大学等に対する助成

　　　○ 学校給食センターの運営

　　・学校給食センターの運営

　　・学校給食費の保護者負担の軽減

　　・学校給食センター（新高山センター）の整備に向けた設計

　　　○ 安全・安心な学校給食の提供

　　・学校給食の質の確保

　　　○ 地域文化継承への支援

　　・ユネスコ無形文化遺産等の継承支援

　　・伝承芸能保存団体に対する助成

　　　○ 歴史的町並み保存の推進

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区の拡大に向けた取組み

　　・伝統構法による建造物の耐震化対策

　　　○ 歴史・文化活用の推進

　　・文化財施設（飛騨高山まちの博物館等）の維持管理と活用

　　・日本遺産の活用

　　・城跡の保存と活用を図るための調査及び計画の策定

　　・収蔵されている歴史資料の調査や整理の実施

　　・風土記の丘史跡公園での講座開催・常設体験等の実施

　　・金森長近の顕彰を目的とした講演会の開催

４０２，６２０千円　
（３３９，５２０千円）

　教育環境の整備に必要な経費を計上

６２３，１６０千円　
（１，０７８，６４０千円）

　学校施設等の安全・安心・快適な環境整備に必要な経費を計上

２，４００千円　
（２，４００千円）

　高等教育の充実に必要な経費を計上

２２２，２７３千円　
（１９５，２９１千円）

　歴史的な町並み保存の推進に必要な経費を計上

　児童生徒の心身の健全な発達を図るための給食運営に必要な経費を計上

４９１，３９５千円　
（４５７，９７０千円）

　安全・安心で魅力ある学校給食の提供に必要な経費を計上

３，８２５千円　

１３７，８２５千円　
（１２７，１０２千円）

　歴史・文化を活用した地域づくりの推進に必要な経費を計上

（３，８２５千円）
　地域の文化継承に必要な経費を計上

５６，１１４千円　
（５０，２１０千円）

2



令和８年度予算要求のポイント 表 1

単位：千円、％

　　主な増減理由

（　　　　）は前年度予算額

　　　○

　　　○

　　　○

・誰もが応急手当やＡＥＤを使用できる環境の整備、救急救命訓練資器材の整備

消　防　本　部

令和８年度予算要求に関する基本方針

要求額

令和７年度
当初予算額

令和８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

△ 36.01

要求のポイント

消防力と救急救命体制の強化を図るために必要な経費を計上

一般会計 1,319,560 844,388 △ 475,172

（１７，０１８千円）

（１３５，６７０千円）
持続可能な消防団活動に必要な経費を計上

 ・ マイカー保険加入など団員の処遇改善、消防団活動充実のための支援

消防力と救急救命体制の強化 ２０，２８０千円　

（４８６，８００千円）
 消防施設の更新整備、改修に必要な経費を計上

  ・ 消防指令システム及び消防救急デジタル無線システムの更新整備

持続可能な消防団活動の推進 １３５，１５０千円　

・消防指令システム等整備完了による減　　　  　　　 △３９１，０００千円

消防施設の更新整備 １５５，３６３千円　

・市民の安全・安心を確保するための消防機能の充実強化

・消防指令システム及び消防救急デジタル無線システムの運用開始による迅速な災害対応

・消防施設、車両、水利等の適正な維持管理と計画的な更新整備による消防力の強化

・消防団活動の安全対策強化、福利厚生の充実による士気高揚と団員の確保

・消防分野におけるＤＸ（マイナ救急等）の推進

1



○

・常備消防車両及び消防団車両の更新整備

○

・耐震性貯水槽の整備、防火水槽及び消火栓の維持管理

消防車両の更新整備 １８１，７４０千円　

消防水利施設の整備 ４３，４００千円　
（４０，０００千円）

消防体制の充実を図るため消防水利施設の整備に必要な経費を計上

（２４６，５００千円）
消防車両の更新整備に必要な経費を計上
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